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研究成果の概要（和文）： 

 本研究課題に置ける成果として，(1)有理楕円曲面上の常微分方程式に関する研究，(2)フック

ス型方程式の変形理論に付随する４次元パンルヴェ型方程式の分類（ガルニエ系，藤・鈴木系，

笹野系，行列パンルヴェ系の４種類），(3)非分岐な線型方程式に付随する４次元パンルヴェ型

方程式の分類（２２種類）（川上氏，中村氏との共同研究），(4)フックス型方程式に関する N. 

Katz による中間畳み込みの理論の q 差分類似の考察（山口氏との共同研究），(5)シンプレク

ティック構造を用いたシュレジンガー変換の離散ハミルトン系としての記述（A. Dzhamay 氏，

竹縄氏との共同研究）を得た．論文による発表が遅れているが，今後順次投稿していきたい． 

 

研究成果の概要（英文）： 

 Results which are obtained in the present project are as follows: (1) A study on ordinary 

differential equations on rational elliptic surfaces, (2) A classification of 4-dimensional 

Painleve type equations associated with isomonodromic deformation theory of Fuchsian 

equations (4 types), (3) A classification of 4-dimensional Painleve type equations obtained 

from unramified linear equations (22 types)(joint work with H. Kawakami and A. 

Nakamura), (4) q-analog of Katz’s middle convolution (joint work with M. Yamaguchi), (5) A 

description of Schlesinger transformation obtained by using simplectic structure (joint 

work with A. Dzhamay and T. Takenawa).  
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１．研究開始当初の背景 

研究領域は非線型可積分系といわれる分野で
ある．非線型の函数方程式については，線型
の同様な問題と比べて有効な一般論を構築す

ることが難しい．解となる函数の具体的な性
質にいたっては，代数函数や超幾何函数など
のよく知られた特殊函数によって具体的に記
述できる特別な場合を除くと，なかなか解析
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ができないのが現状である．一方で，楕円函
数，超幾何函数などの特殊函数によってひと
たび記述されてしまえば，劇的にいろいろな
計算が可能となってくる． 

  楕円函数などのよく知られた特殊函数とは
別の新しい特殊函数を作ろうという試みは当
然のもので，パンルヴェ方程式はこのような
意図の下，二十世紀はじめに発見され，しば
らくの沈黙を置き，1970 年代の Wu 氏らに
よる可解格子模型の相関函数の記述などに数
理物理への応用を見出し，岡本和夫氏による
初期値空間の構成，アフィン・ワイル群対称
性の定式化，更に，梅村浩氏の微分ガロア理
論を用いた既約性の証明と盛んに研究されて
きた． 

 

２．研究の目的 

パンルヴェ方程式などで定義される函数の仲
間に対して，代数幾何学的な手法を使って，
特殊函数論としての理論を構築しようと考え
ている．本研究課題以前の研究によって，周
辺の問題を整理することができ，いくつかの
拡張的な問題に対する理論の構築が行えた．
研究内容，研究目的については重要な問題を
考えているという認識があるので，引き続い
て同様の問題意識で研究を続けていきたいと
考えていた．この際，とくに，20 世紀終わ
りころから盛んになったパンルヴェ方程式の
離散化の理論と，筆者が主に関わった有理曲
面の理論が，このための鍵になると考える． 

 

３．研究の方法 

(1)アイディアを思いつくための数学的対象
に関する思考実験，計算，文献調査，(2)共同
研究者との議論，アイディアの交換，(3)国内
外の研究者たちとの交流，議論．とくに，セ
ミナー，研究集会などに多く参加すること．
人に話をすること，人の話を聞くこと． 
 
４．研究成果 
本研究課題に置ける成果として，(1)楕円曲面
上の常微分方程式に関する研究，(2)フックス
型方程式の変形理論に付随する４次元パンル
ヴェ型方程式の分類（ガルニエ系，藤・鈴木
系，笹野系，行列パンルヴェ系の４種類），
(3)非分岐な線型方程式に付随する４次元パ
ンルヴェ型方程式の分類（２２種類）（川上
氏，中村氏との共同研究），(4)フックス型方
程式に関する N. Katz による中間畳み込み
の理論の q 差分類似の考察（山口氏との共同
研究），(5)シンプレクティック構造を用いた
シュレジンガー変換の離散ハミルトン系とし
ての記述（A. Dzhamay 氏，竹縄氏との共同研
究）を得た．論文による発表が遅れているが，
今後順次投稿していきたい． 

 (2)と(3)の結果については，パンルヴェ方程

式の様々な高次元への拡張に対して，ひとつ

の全体像を与える結果であり，非常に重要な

成果だったと思っている．大島利雄氏らの最

近の線型方程式に関する研究に対しても，

rigid でない場合の研究にたいする重要な動

機付けになったと思っている． 

 (4)の結果についても，これからさまざまな

分野と結びついた研究へとつなげるための重

要な足がかりになると思う． 
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